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Ⅰ 背景と目的
現在わが国では，連日のように児童虐待や，一向に改善されない都市部における待機児童の
増加など子どもや保育に関係する問題が取り上げられている。待機児童増加の背景として保育
所不足だけではなく，保育者の離職率の増加や保育士不足も挙げられている。児童福祉法（法
令番号：昭和22年法律第164号）児童福祉の理念には，第一条すべて国民は，児童が心身とも
に健やかに生まれ，且つ，育成されるよう努めなければならない。二全て児童は，ひとしくそ
の生活を保障され，愛護されなければならない1）と示されている。しかし，実際は核家族化や
地域環境の変化，子育てや文化の継承機能の低下，人間関係の希薄化，更にはあそび場（空
間）あそび友達（仲間）あそび時間（時間）の3つの間サンマ（前橋2003）2）の激減により子ど
もや養育者にとっては，子育てが充実した環境とは言い難いのが現状である。このような環境
において，地域の子育て支援センターや福祉機関（保育所・認定こども園など）における子育
て支援の役割は重要な役割を担っている。保育所保育指針第6章保護者に対する支援において
も，保育所における保護者への支援は，保育士等の業務であり，その専門性を生かした子育て
支援の役割は，特に重要なものである3）と示されている。しかしながら，これらの重要な役割
を担う保育士も日々の業務の多忙さと，国家資格でありながら改善されない待遇の中，子ども
の笑顔や幸福のために保育を行っているのが実際である。特に新人保育士にとってはまだ経験
したことのない子育てについて把握し，保護者のおかれている環境を理解し，子育てについて
支援することは容易ではない。このような現状を踏まえ，保育者養成の段階で学生が子育てに
ついて少しでも理解を深め考察することが必要であると筆者は考える。また，須永（2014）4）は
子育て支援の授業実践に残された課題として数点示しており，中でも「理論及び演習，それぞ
れの授業で，保護者や子どもがおかれている家族，家庭の状況やその役割・機能や育児環境，
子育てに伴い抱えている問題など，子育てに関する知識や相談援助・技術の教育を系統的，理
論的に行うような教育計画の策定が必要である」と述べている。そこで，本研究では筆者が担
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当する「家庭支援論」の授業において，質問紙を用い学生が子育てに対してどのような認識を
持っているのかを調査した。また，それらの認識が保護者の認識と合致しているかを検討する
ため，認定こども園に子どもを入園させている保護者の協力も得て同様の調査を実施し比較検
討した。そして，調査結果から保護者に寄り添うことができるような保育者養成を目指すため
に必要な授業内容を検討し実践した研究である。
Ⅱ 授業の到達目標・展開
2－1 「家庭支援論」授業の到達目標
・家庭の意義とその機能について理解する
・子育て家庭を取り巻く社会的状況について理解する
・子育て家庭の支援体制について理解する
・子育て家庭のニーズに応じた多様な支援の展開と関係機関との連携について理解する
・意欲的に資料や情報を収集したり，まとめ，発表を行う
2－2 授業の展開
授業はⅠ期からⅢ期までとし，各期の展開を表1に示す
表1 授業の展開
期 授業回数 授業の展開
Ⅰ期 第1回～第5回 ・質問紙調査の実施
・家庭の意義と機能について ・家庭支援の必要性
・家庭生活を取り巻く社会状況
Ⅱ期 第6回～第10回 ・保育士等が行う家庭支援の原理
・子育て支援に関する施策について
・質問紙調査の実施
Ⅲ期 第11回～第15回 ・地域における子育て支援について
・子育て支援と保育者の役割り
・まとめ ・質問紙調査の実施
Ⅲ 調査対象と方法
3－1 調査対象
・本学こども学科2年生：家庭支援論受講学生131名
・千歳市A認定こども園：保護者46名
3－2 調査方法
・質問紙による調査
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Ⅳ 調査内容・結果
調査内容は，学生が子育てに対してどのような認識を持っているのかを調査するため，段階
に分けて実施した。また，学生の認識と保護者の認識に相違点があるのか比較検討ができるよ
うに保護者にも協力してもらい同様の内容の調査を実施した。尚，保護者の質問紙による調査
は1回のみの実施にした。
4－1 第1段階 調査内容・結果
第1段階は「学生が子育てに対してどのようなイメージを持っているのか」を調査目的とし
授業Ⅰ期の初回で実施した。第1段階の内容と結果を表2に示す。ただし，保護者の調査は1
回のみの実施のため同質問の回答を表2に示す。尚，全て結果は回答が多い順に3つ示す。
表2 調査結果
質問内容 学生回答 保護者回答
質問1 子育てという言葉から連想
されるイメージは
1・忙しい
（時間に追われる）
2・大変（身体的経済的負担
が大きいなど含）
3・疲れる（眠れない）
1・大変だけれど楽しい
（幸せ・喜怒哀楽がある
など）
2・忍耐（我慢など）
3・疲れる（眠れない）
4－2 第2段階 調査内容・結果
第2段階は授業Ⅱ期で行い，主に「保護者の子育て現状が考察」できる内容で，質問内容を
3項目で実施した。また，第1段階の調査結果を授業において学生に伝え，学生自身が更に検
討・考察できるように第1段階の調査から期間をあけて実施した。調査内容と結果を表3に示
す。
表3 調査結果
質問内容 学生回答 保護者回答
質問1 子育てでイライラする時は
どのような時か
1・泣き止まない時
（夜泣きなど）
2・言うことをきかない
3・自分の時間がない時
1・泣き止まない時
（夜泣きなど）
2・言うことをきかない
（わがままなど）
3・時間が予定通りに進まな
い時（時間に追われてい
るなど）
質問2 子どもの成長で気になるこ
とは何か
1・発達の遅れ（運動や
言葉など）
2・他の子どもとの発達
状況の違いなど
3・食事・排せつ・睡眠
（好き嫌いやオムツが外
れないなど）
1・発達について
（言葉など）
2・食事・排せつ・睡眠
3・友だち関係
（子ども同士のコミュニ
ケーション）
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質問3 子育てについて悩みがある
時誰に相談するか
1・保育士
2・自分の親
3・ママ友達
1・家族
（夫・自分の親など）
2・園長先生や保育士
3・一人で調べる
（ネットで調べる含）
4－3 第3段階 調査内容・結果
第3段階の調査は授業Ⅲ期のまとめとして行い，第2段階の調査から更に期間をあけ学生の
み実施した。調査内容は第1段階，第2段階の調査内容及び結果を踏まえ「子育て現状の改
善」について実施した。また，今までの学び，経験のみならず自分の周りの環境に目を向ける
ことも伝えた。第3段階の調査内容と結果を表4に示す。
表4 調査結果
調査内容 学生回答
質問1 子育てがしやすい環境にするにはどのよ
うなことが必要か
1・子育てに対する支給を増やす
（育児休暇増など含）
2・公園などこどもがあそぶことができ
る場所を増やす（安心安全な環境）
3・相談する場所を増やす
（病院・保育所・相談所など）
質問2 今、自分にできることは何か 1・子育てについて理解を深める
2・困っている人を助ける
3・公共機関で座席を譲るなど
（簡単なことからはじめる）
Ⅴ 考察
調査を実施する上でほとんどの学生が子育て経験がない状況であるため，今までの大学での
学びやメディアからの情報を参考にして良いことや，自分自身が親になったことをイメージし
保護者の立場になり考察することも伝えた。更に自分の親からの話や，子育て経験のある兄弟
や友人に話を聞くことや，地域や公共機関での親子を観察し，考察することに重点をおいて回
答するように説明した。
5－1 第1段階 調査結果の考察
第1段階の結果から，保護者は子育てという言葉から連想されるイメージとして，大変など
のマイナスイメージだけではなく，楽しい，幸せなどのプラスのイメージがある。これらは，
自身の子育て経験を通した連想であることがわかる。一方学生は，養成校への入学理由の一つ
に子どもが好きと挙げる学生が大多数であるが，調査結果から学生にとって子育ては，マイナ
スの印象が非常に大きいことがわかった。これらは，学生自身の子育て経験値がないため，子
育てをイメージする上でメディアなどからの情報が主になり客観的に考察した結果であるとい
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える。客観的な考察であるとはいえ，第1段階の調査結果においてプラスの連想をした学生は
0名であった。学生の認識として，子どもがかわいい・好き＝子育てが楽しいではないと考察
できる結果となった。ただし，養成校卒業後は，保育所や認定こども園，幼稚園など専門職に
就く学生がほとんどである状況を考えると，大学での授業において，子育て支援の在り方や現
状だけではなく，保護者のありのままの言葉を学生に伝えていくことは非常に重要であると考
える。そして，その相違点について学生自身がさらに考察することで学びや知識が増すと考え
られる結果となった。
5－2 第2段階 調査結果の考察
第2段階の結果では，学生と保護者の回答がほぼ同じような内容となり，おおむね学生は子
育ての現状について考察できているといえる。これは，学生は日々の学びや親や身近な子育て
経験者からの話だけではなく，多くの学生が保育所実習での経験を振り返り主に考察していた
結果といえる。学生にとって保育所実習は，保護者の子育ての現状を近くで見て感じることが
でき，更には保育士の支援の実際について学ぶことができる貴重な経験である。実際に保育所
実習後には，自分が保育所に就職した際には，保育士のように保護者の話を聞いてアドバイス
ができるのだろうかと保育士の支援の実際を目の当たりにし，自分が保育士になったことを仮
定し学生なりに不安になりながらも考察していた。また，早朝から夕方まで長時間保育の子ど
もが多く驚いた。楽しそうにあそんでいが，夕方やふとした時に疲れている様子の子どもがい
たなどと，子どもの些細な表情や様子から子どもの実態や心を読み取っている。そして，保護
者は朝の送迎の際バタバタしていて大変そうであった，夕方お迎えに来た時には疲れた表情を
していたが，子どもを見つけた瞬間に笑顔になり感動した，これが子育ての楽しさや幸せなの
かと感じたなど報告している。保育所実習において，子育ての現状と支援の実際を観察し経験
したことで，子育ての状況や保護者のおかれている環境や背景を読み取り，支援とはどのよう
なことなのかおおむね理解できていると考えられる。これらの調査結果と学生の姿から，子育
ての経験がない学生にとって保育所実習での経験はいうまでもなく貴重な経験であり，更には
自分自身の考察を深め考え直すことができる契機となるといえる。そして，知識，技術の習得
に加えて体験，経験が保育の本質や子育て支援を理解する上で重要であることが明らかになっ
た。
5－3 第3段階 調査結果・考察
第3段階では，学びと経験だけではなくしっかりと地域や周囲の環境に目を向けていた。ま
た，自分の幼少期は今より自然があった，公園であそんでいても安全であった，現在のように
犯罪など多くなかったなど，自分の幼少期と比較して地域の人的・物的環境についても比較・
考察し，子どもや子育てにとって最善の環境とは何か，また，最善の環境になるには何ができ
るかと真剣に考えていた。特に学生からはこれらを回答する時に，普段から気を付けてはいる
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が，改めて公共機関でのマナーなど考える機会となった。また，生活の中で親子を目にした時
には，今まで以上に気にするようになったと話す学生もいた。人間関係が希薄化する現在にお
いて，周囲に目を向けることの大切さも必要であることがわかった。
Ⅵ まとめ
調査結果から，子育て経験のない学生だがおおむね子育て現状や支援については理解できて
いるといえる。これは，大学での学びや情報の多様化もあり学生の理解に繋がっているといえ
る。そして，これらの理解を更に深めるには，やはり経験が必要であることもわかった。更に
は貴重な経験を経験のみに留めることなく深めるためには，その後の授業における考察が非常
に重要になることも明らかとなった。保育者養成の授業において学生の学びや経験を単発にす
るのではなく，しっかり振り返ることによって，学生の学びがより深まり理解へと導かれるこ
とも明らかとなった。
Ⅶ 課題
子育て支援は保育所や認定こども園，幼稚園に入所している家庭への支援だけではない。専
門機関を利用していない家庭，いわゆる密室の子育てにも目を向け支援する必要がある。保育
所保育指針第6章3地域における子育て支援（3）にも地域の要保護児童への対応など，地域
の子どもをめぐる諸課題に対し，要保護児童対策地域協議会など関係機関と連携，協力して取
り組むよう努めること。3）と示されているように，地域のあらゆる環境や特性を把握し，地域に
目を向けることが必要である。また，第2段階の保護者の調査結果では，子育てについて悩み
がある時にだれに相談するかの3番目に多い回答として，一人で調べる（ネット）があった。
この回答からもインターネットが日常となっている現在において，すぐに調べることができる
便利な面と，情報が全てになりうる危険な面もある。このような現状を踏まえると，やはり地
域に根差した子育て支援の中心となる保育所や認定こども園，幼稚園の存在は勿論，今後の大
学における子育て支援の在り方についても検討していかなければならない課題であると感じた。
最後に，保育士等が円滑に家庭支援を進めていく際には，自身が持つべき知識を蓄積し，技
術を向上することが欠かせない5）と述べられていることからも，保育士の資質向上が求められ
る状況を踏まえ，養成校における授業内容の検討，改善も重要な課題とし研究を継続する。
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